
定員：３０名 

参加費：おとな２００円 小中学生１００円 

持ち物：筆記具、帽子、飲み物、弁当、タオル、防寒着 あれば双眼鏡 

参加申込・問い合わせ：０８０－５１５７－２００２（干潟の学校専用ダイヤル） 

※３月１１日より参加受付を開始します。 

※月曜、第３水曜をのぞく、９：３０－１６：００まで受け付けます。 

 

●映画「ミツバチの羽音と地球の回転」上映会 

｢ミツバチの羽音と地球の回転｣宮崎リレー上映会 in 綾町 

日時：2011 年 3 月 19 日 (土曜日) 開場 13：00／上映 13：30 

場所：宮崎県東諸県郡綾町单俣 498-1 (地図) 雑木林／綾町单俣 498-1 

【参加費】大人 1000 円  

【主催】“ミツバチの羽音と地球の回転”宮崎県実行委員会  

【問合せ先】ゴウダ／0985-77-0045 

 

｢ミツバチの羽音と地球の回転｣宮崎リレー上映会 in 延岡市 

日時：2011 年 3 月 21 日 (月曜日) 開場 18:00／上映 18:30 

場所：宮崎県延岡市東浜砂町 611-2 (地図) 延岡総合文化センター／延岡市東浜砂町 611-2

【参加費】主催者にお問い合わせください  

【主催】“ミツバチの羽音と地球の回転”宮崎県実行委員会  

【問合せ先】カイ／090-1160-7689 

 

 

 

 

第１話 プロローグ： 隠された謎がいっぱい 神秘の海は“生命の母” 

  みなさん、こんにちは。私は生まれも育ちも、「坊ちゃん」や道後温泉などでよく知られ

る松山っ子です。松山東高（松山中学）もその小説のモデルになっていました。大学院以

降の 17 年間、札幌で奮闘努力の末、こちらに転勤しました。白浜で故郷そのままの、いや

それ以上の自然の素晴らしさ、空気や水のうまさを賞味し、はや 1８年が過ぎました。 

  フィールドワークの盛んな京都大学のトレードマークにあやかり、白浜近郊はもとよ

り和歌山県全域、さらには日本全国、世界の海へと出かけ、多様な海洋生物を研究する日々

が続いています。象牙の塔だった大学も 2004 年からすっかり様変わりすることが決まった

昨今、白浜町臨海にある瀬戸臨海実験所もすでにこの春からフィールドワークに焦点をあ



てた教育研究機関として組織が再編成されたばかりです。このフィールド科学教育研究セ

ンターは、全体では、無脊椎動物から脊椎動物および森や里の植物までさまざまな専門家

でカバーできる研究が、人間生活とも関わり合わせながら、個々に、あるいは共同で進め

られています。これからは、ますます地域に根ざしながらも日本全土、そして世界へむけ

た多角的な発展が必要となっています。そういった事情も鑑みながら、人の暖かさ・清潔・

安全で信頼できるお国柄で、海・山に囲まれた素晴らしい自然が残っている大好きな島国、

日本、とりわけ日々のくらしを有意義に過ごしている单紀白浜から発信したいと思います。

世界を旅するごとに日本のよさは実感を伴って、ますます確固としたものになっています。

本稿では、そのような人生の旅の途中で私が出会った有名・無名の生物や人物に登場して

もらい、現在進行中のリアルタイムな話題として提供したいと考えています。  

 

（１）私の生物観察日課 

  私は、日課として、瀬戸臨海実験所の周辺海域で生物探査をしており、めくるめく発

見もしばしばあります。まだまだ隠された謎はいっぱい残っています。具体的には、瀬戸

臨海実験所のすぐ目の前の、通称「北浜」でシュノーケリングによるクラゲ類を中心とし

たいわゆる腔腸動物の観察・調査や、漂着したクラゲ類その他さまざまな生物たちの素性

調べなどをしています。また、すぐ近くの漁港にも通って、そこで出会えるクラゲ類や生

物たちもノートにつけています。さらにはプランクトンネットを曳いて採取したクラゲ類

などを実験室で飼育し、精子や卵といった配偶子からアダルトまでの一生の変化を日々追

っています。日に日に変化してゆくクラゲたちの形、いわゆる変態の紹介もしたいと思い

ます。  

 

（２）究極の研究目的 

  私の究極の研究目的が二つあります。「種の起源」と「生命の神秘」の解明です。生物

にはとても深遠な謎が隠されています。生きていることはどういうことでしょうか？また、

気の遠くなるような年代のうちに種がどのように変化していくのでしょうか？海は宝箱で

この謎を解く鍵があり、海の生物に知られざる神秘が秘められているのです。生命の母な

るゆえんです。そのきわめつけをこのシリーズの最初に紹介しましょう。それは、世界中

の多細胞動物では、ただ１種、繰り返し「若返る」ことができる、いわゆる不老不死の生

物で、私が研究の専門にしているベニクラゲです。ベニクラゲを含むヒドロクラゲ類を中

心とした生物学的な話も展開したいと思っています。生物たちのもつ不思議な能力や生命

力はもとより、その種の一生の話も織り交ぜ、生命の謎に迫ってみましょう。 

  小学生の皆さんからお母さんお父さん、おじいさん、おばあさん、友人・知人仲間ま

で、ごいっしょに読んで下さい。そして、「自分も現場に出向いて同じようにやってみよう」、

「記録をつけてみよう」という気持ちがわいてきたら嬉しいです。さらには、自然保護・

保全への橋渡しの材料にしたり、生物学者や哲学者を目指すきっかけになれば望外の喜び



です。とりあえずは週１回のペースで話を進めます。時には過去に遡ったり、日本各地や

世界の海からの報告も交えることになるでしょう。何が飛び出してくるか、どうか楽しみ

にして下さい。 

  瀬戸臨海実験所には素敵な水族館もあります。ここには年間 700 種もの海洋生物が約

9000 個体・群体も飼育・展示・解説されています。潜水しないと出会えないような生物た

ち、深みに生息する種族が、水槽でゆうゆうと暮らしています。生息環境を縮小コピー風

に再現した３水槽もあります。また特集展示コーナーでは、ベニクラゲはじめ多様な動物

分類群の代表種を標本で展示しています。ここでは、私が撮影した不思議なクラゲ類や漂

着動物などの写真も楽しめます。水族館からの紹介も随時入れていきたいと思っています。

（つづく） 

 

 

●えりも町郷土資料館（編）「えりも町と日高管内の『海の生き物たち』 えり

も町ふるさと再発見シリーズ４」  pp.43  2011.2 非売品 A4 版横型 

 プランクトンから始まって、イソギンチャクやコケムシ、軟体動物はもちろん、甲殻類、

多毛類などの海生無脊椎動物、海生哺乳類、海鳥、浜辺の昆虫など、えりも町の海で観察

される多くの海の生き物を写真入りで集めたガイドブックである。とくに、北海道大学の

研究者の協力を得て書かれた海藻類の種類は多く掲載され、この本の特徴となっている。

多毛類のシリスが甲殻類のページに書かれているなど間違いも散見されるが、磯の観察会

にはきわめて有用なガイドブックであろう。（高橋誼会員からの情報） 

 

7．事務局便り： 

●この「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思

われる方は事務局までご連絡ください。 

●企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

●このメールマガジンは、毎月 1 日と 16 日の 2 回発行の予定ですが、都合によって遅延や

中止もあります。配信を希望する方、送りたい方がありましたらアドレスをお知らせく

ださい。また、パソコンを使えない環境の方には印刷体でもお届けします。その場合は、

郵送料をご負担していただくことがあります。 

●このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでい

ただくために転送をお願いします。ただし写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡

ください。海の生き物や守る運動についての情報など、また各地で行われている海の生物

の観察会、研修会、その他の行事に関する情報もお寄せください。「うみひるも」のバック

ナンバーは、ホームページからダウンロードできます。 

●本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催


